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あ
る
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『

彼
の
廣
汎
な
る
著
述
の
乾
最
を
な
せ
る
も
の 

は
賞
に
彼
の
連
續
斷
ケ
事
な
-̂
^
書
硏
觉
の
日
詉
で
ぁ 

つ
允』

€
は
々
1

•テ
ィ
I 

•ク
ッ
ツ
ク
の
■
言
な
る
が
誠 

に
彼
は
純
然
た
る
バ
イ
ブ
ル
®
ク
y

ス
チ
ャ
ン
で
あ
つ 

た
。1

八
五
一
年
ラ
ス
キ
ン
が
苒
び
グ
ネ
ニ
ス
に
赴
く
以

前
の
生
活
は
斯
く
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
。
.
吾
々
は
挥 

び
彼
の
建
築
論
に
戾
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
：

;
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八

.
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傳
に
依
れ
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J
o
h
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 G
r
a
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は
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の 
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e
—
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p
t
o
n

に
於
て
小
學
敎
育
を
修
了
の
雛
十
四
歲
の
潴
偸
软 

に
志
しI

商
館
の
*
員>

J

な
つ
た
が
、
. '時
宛
も
奈
翁
戦 

爭
0
餘
波
を
受
け
.た
る
)li
t
#
的
動
搖
を
赀
傲
こ
し
て
大 

一
都
會
の
世
相
は
.混
亂
の
極
致
に
達
し
、
忽
ち
少
年
の
心 

|

を
沈
痛
な
る
憂
色
に
：.閉
ざ
し
た
。「

何
物
か
V
間
違
つ
て 

.
ゐ
る
。
何
等
か
の
絕
大
な
る
誤
®
が
此
■生
動
せ
る
鮮
衆 

中
に
存
.在
す
る
。
就
中
自
然
の
全
秩
序
に
背
炅
せ
る
觀 

-
あ
る
は
、
人
類
の
交
易
の
行
程
で
あ
る
n蓋
し
神
は
.其
劍 

\

造
に
當
&
て
人
の
子
を
"
吾
人
が
隨
所
に
看
取
す
る
が 

一
如
ぐ
に
.、
專
ら
相
互
の
障
礙
物
た
ら
し
め
ん
^
企
圖
せ 

る
に
は
あ
ら
ざ
る
可
し」

ぞ
の
懷
疑
が
徐
々
に
彼
れ
の 

-
rs
奧
に
胚
胎
し
れ
。
愛
に
於
て
か
グ
レ
ィ
は
商
M
の
傍 

I
ら
經
濟
學
の
考
究
に
潜
心
し
、
斯
界
の
權
威「

國
赏
論」

 

.一.
第
一
卷
を
讃
破
し
て
遂
に
現
存
經
濟
龃
織
の
窮
極
の
缺 

陷
は
生
產
S

要
の
原
私
？

中
し
て
豁§

4

•
た 

る
點
に
在
り
^
悟
了
し
、
其
所
論
を
演
述
す
可
く「

粗 

暴
幼
«
苦
»
匡
救
す
可
か
ら
す
L
.ど
自
認
す
るS

T
h
e

雜

錄

9
カ
ア
ド
ナ
派
社
會
主
義
概
論

National c
o
m
m
e
r
c
i
a
l

 

S
y
s
t
e
m

 
ご
な
る
一
論
を
脱
稿
し 

た
が
、.
諫
止
す
る
者
有
り
て
上
辟
を
斷
念
し
た
。
然
る 

に
後
日O

w
e
n

の
諸
著
を
味
»
す
る
に
及
び
て
其
屢

 々

自
說
.ビ
投
合
す
る
節
有
:̂
^
知
り
，；..，殺
用
^=
つ
る
に
^

::
1
び
ギ
洱
び
筐
底
の
舊
稿
を
拔
抄
し
剞
劂
.に
附
し
て
世
に 

問

/
る
も
0!
が
即
ち
：

> Le
c
t
u
r
e

 

o
n

 

H
i
a
n

 

H
a
p
-

 

piness

ミ
1
00
2

5

で
あ
つ
て
、
爾
後
久
し
き
に
苴
6

啻
に 

.
英
國
祉
會
生
義
者
の
好
俾
侶
た
6
し
9
み
«:
ら
す
"
亦 

.tt
米
國
費
府
に
於
て
翻
刻
せ
'ら
れ
此
她
の
初
期
11
1
#

運 

動
に
貢
献
す
る
所
甚
大
で
あ
つ
た
。
6

1

が

其I

本
：
 

を
米
國
よ
^
持
歸
れ
倫
敦
に
於
て
蒋
刻
流
布
せ
し
め
た 

a
る
:#
:

實

は
 

> 
同
書
聲
價
の
.L
L
:端
を
窺
知
せ
し
む
る
に
足 

る
。
造
よ
.
先̂
き
ダ
レ
ィ
は
0
3-
ぎ
0
1
1
に
於
るO

w
e
n

の
共
産
部
落
を
拨
助
す
，可
ぐ
1

A

1五
年
蘇
格
蘭
に
趣 

•い
た
が
、
la
よ

りo
w
e
n

:̂
の
間
に
介
在
せ
る
重
要
な 

る
諸
激：

に
關
す
る
見
解
の
疎
隔
は
、
到
底
雄
圖
を
試
る 

の
境
に
あ
ら
ざ
る
を
悟
h
て
惆
悵
失
意
の
裡
に
此
地
を 
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八
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九
九)

雜

錄

リ

カ

ア

F
す
双
社

去
，.CN、

难
，慨

の

氣

の

迸

る

所

w
o
r
d

 

o
f 

>
.
-
^
<
,
5
0

 

to 

o
r
b
i
s
t
o
n
i
a
n
^
1
8
2
6

の
一
篇
を
軍
し
て
烏
合
の
 ̂

を

O
w
e
n

の
理
想
通
り
に
訓
練
統
卒
す
る
の
至
狐
な
る 

所
以
を
カ
說
し
.

以
て
同
.志
に
對
ず
る
分
袂
の
僻
で
し 

た
。
其
後
は
蘇
格
蘭
の
他
所
に
定
住
し
て
操
觚
を
業
ど 

し
可
成
り
の
成
功
を
收
め
’た
が
"
老
來
意
氣
漸
く
衰
へ 

て
當
年
の
革
命
的
銳
鲦
復
た
見
る
に
由
無
く
" 

I

八
四 

八
年
に
於
て
は
其
著
、「

H
h
e 

Social S
y
s
t
e
m

こ
S
3
Hの 

銘
題
に
使
用
せ
るs

o
c
i
a
l

な
る
文
字
が
、
何
等
典
產
主 

義
的
意
義
を
具
現
せ
る
に
あ
ら
ざ
る
^*
の
織
疏
を
致
せ 

る
程
で
あ
る
っ
F
o
x
w
e
l
r

^:
B

<「

^

レ
ィ
の
經
歷
の
數 

奇
な
る
も
彼
れ
を
以
て
社
會
主
義
の
列
伍
に
算
入
す
る 

の
失
當
な
る
を
思
は
し
む
。
然

も

其

著

k’L
e
c
ture 

c
n
 

H
m
p
a
n

 

H
a
p
p
i
n
e
s
s

 

=
は
確
に
社
會
主
義
的
文
獄
'0
最 

M
®.
著
な
る
も
の
な
り
。
其
如
何
に
し
て
グ
レ
ィ
の
手 

に
成
れ
る
や
は
佘
の
常
に
理
解
に
苦
し
む
所
^
し
て
恰 

も
平
靜
な
る
蒼
穹
に
雷
靈
の
1
過

せ

る

に

似

た

ミ
 

主
義
槪
論 

£
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to 

M
o-
.
n 抑 er

v
-
s
g
h
t

 to 

whole 

p
r
o
」

.

b

v

dlls of L
a
b
o
u
r
、

P
P
.X.
M

S)

。
乍
併
其
初
期
の
箸 

作
於
社
會
主
籤
的
色
調
の
熾
烈
仏
る
_

_
1:
&'
'
、

^
^
: 

:
貨
能
制
度
の
改
革
^
主
張
^
る
も
の
！

2

®'
な
て
:̂

其
論 

旨
^
?靜
觀
す
な
晻
ゆ
著
激
自
#「

の
知
覺
ぜ
る
以
上
に
社 

會
|1
)

1
0-
'
傾
向
.̂
含
有
*'
る
^.
後
段
に
論
及
す
る
が
.嫌 

ぐ
で
‘*-
.る
？ 

•

:

ダy

ィ

の
祉
會
主
義
も
亦
た
勞
働
.價
値
說
に
甚
く
勞 

:
働
全
收
權
の
屯
#
で
あ
る
。
：：勞
働
は
踌
物
を
創
造
す
る 

「

凡
ゆ
る
财
產
の
基
礎
は
餐
働
で
あ
る
。他
に
'祀
當
な
る 

媒
礎
は
有
り

'#
な
い」

(
l
i
u
m
a
n 

H
a
p
A
n
e
s
s
,

 

p. 3
4
)
。 

此
遞
本
M
想
に
加
ふ
る
に
：®
れ
ば
'
經
濟
學
徒
に
依
つ 

て
反
禝
カ
識
士
ら
れ
た
る
、

ニ
個
の
現
象
を
以
て
す 

る
。
：其
二

';
^
社
會
構
成
原
理
S
し
て
の
交
#
の
姐
念
、

:;«
.一
は
生
麻
階
級
ビ
非
注
產
階
級
s
c?
>
;»'
か
.で
あ
る
。
.
 

以
爲
ら
く
、
社
#

の
發
生
ば
自
然
の
瑕
翻
で
あ
る
。
，蓋

：
 

し
自
然
は
Tn
]
胞
相
替
る
の
®
0

^

人
間
に
扶
植
せ
る
故

第
コ
ー
鄉 

九
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.同
時
に
そ
は
幸
福
追
求
の
願
望
を
も
賦
與
し

て
ゐ
る
0
果
し
て
然
&
ば
社
會
が：

爾
く
許
多
の
害
避
慘 

禍
に
苦
憐
せ
る
：原
因
如
何
。へ
答
へ
て
日
く
人
ご
人
ど
の 

結
合
の
騷
现
が
其
癖
用
を
亂
'さ
れ
し
故
で
あ
る
。
ll
:
t 

I

在

活
を
營
ま

ん
ミ
す
る
人
間
の
自
然
的
願
^
を
滿

：足

せ
 

I

し
む
る
原
理
は
交
蘇
で
あ
る
。
.「

交
易
が
、
而
し
て
交 

易
の
み
が
、，
祉
會
の
$:
礎
で
あ

る

。
他
の
二

切
の
：制
度 

は
全
く
且
つ
堞
ら
其
上
に
築
造
せ
ら
れ
て
ゐ
る」

。

此 

原
理
の
疋
當
な
る
適
用
は
同
一
分
量
の
勞
働
を
交
換
す 

る
に
在
る
。
此
栽
本
原
理
に
し
て
激
守
せ
ら
れ
た
り
ど
. 

せ
ば
、
社
會
は
幸
福
に
到
達
し
た
で
あ
ら
ぅ
。
然
る
に 

I
之
ヒ
阻
畨
し
來
れ
る
禍
根
は
即
ち
生
產
階
級
ど
非
生
诡 

階
級
を
の
對
崎
で
め
る
。
現
存
制
度
の
下
に
於
て
は
勞 

働
蕃
は
.其
生
產
物
の
五
分
之
p-
g
を
略
奪
せ
ら
れ
、
そ
は 

It
會
に
對
し
て
何
等
の
對
價
を
提
供
せ
ざ
4
非
^
產
階 

'級
間
に
分
配
せ
ら
れ
る
。：
奪
換
原
理
の
胃
漬
社
會
邾
礎 

の
提
亂
、
是
よ
ら
始
ま
る
^>1)4

ふ
の
で
あ

る

。

祖
生
產
的
勞
働
ビ

は
、
グ
レ
イ
に
於
て
は
、
唯
.だ
田 

H
H

場
及
：び
鱗
山
に
於
る
貨
銀
勞
働
を
の
み
意
味
す
る
. 

の
で
あ
る
り
社
會
の
他
の
成
員
は
勤
勞
を
猫
供
す
る
ぐ
し 

否
ど
に
從
ひ
有
用
無
用
の
，差
別
あ
れV

、

も

も

其

非

生

產

，
， 

卷
た
る
の
a
に
於
て
は
即
ち
.

1

で
"
等
し
く
如
上
の
賃 

銀
勞
働
者
の
生
產
に
懸
：る
富
に
依
な
衣
食
せ
る
も
の
で 

あ
る
o
斯
ぐ
て
グ
レ
ィ
はC

o
l
q
u
h
o
u
n

が
其
ぐwealt

tr* 

p-
n
d Resource^of the British E

m
p
i
r
e

 
ご 1814 

に
揭
ぐ 

る
所
の
統
訐
に
準
じ
て
英
國
全
社
會
を
五
十
一
種
の
職 

業
別
に
分
類
し
明
細
な
る
縮
圖
を
作
成
せ
る
後
、
.結
局
. 

赏
の
生
產
の
五
分
之
.一，の
.み
が
其
生
産
者
の
手
に
.歸
し 

爾
餘
X
分
之
四
は
全
然
非
生
產
踏
酿
の
■
得
t
化
す
る
ィ 

計
箅
を
得
v
嘆
じ
て
日
く「

事

實I

物
を
も
支
挪
は
ざ 

る
富
者
が
一
切
を
收
受
し
、
.事
實
I
I切
を
支
拂
ふ
貧
者 

が
一
物
を
も
收
受
ぜ
ず
。；
条
は
凡
ゆ
る
廉
直
の
士
の
明 

斷
に
問
は
ん
、
斯
か
る
社
會
の
狀
態
は
之
を
維
持
せ
ざ 

る
可
か
ら
ざ
^
乎
、
を
は
凡
ゆ
る
公
正
の
.原
理
に
背
反

せ
.る
に
'は
.あ
ら
ざ
る
-平」

ど
.

(
で
^1

5
-. 2

0
,

cd
e
e
r 

: History 

of British '
s
o
c
s
i
s
n
v

 V
o
L

 

I. 

pp. 
2
1
2

 2
1
3
)
。

彼
れ

が
諸
種
の
不
勞
所
得
の
釓
磾
に
嚴
な
る
は
固
ょ
り
典
所 

で
あ
る
，

九

地
代
に
關
す
る
グ
レ
ィ
の
考
察
は
其
で
ffi

u
m
a
n

 H
a
u

 
p

でiness 
^
ビ
ズsocial S

y
s
t
e
m
》
V
J

の
間
に
注
目
す
可 

き
變
遵
•か
あ
る
。
前
著
に
於
て
は
彼
れ
は
土
地
私
有
權 

の
否
認
に
發
足
す
る
。
即
ち
土
地
は
全
人
類
の
自
然
的 

相
續
物
て
あ
る
.。
隨

つ

て「

萬
人
平
等
の
居
住
權
が
あ 

る」
(P. 

3
5
)
，

然
ら
ば
論
理
の
歸
趨
す
る
所
必
然
土
地 

共
有
の
提
唱
を
誘
鐵
す
可
き
箸
な
る
も
"
グ
レ
ィ
に
從 

へ
ば
此
も
亦
た
公
疋
の
観
念
に
合
致
し
な
い
。
如
何
ミ 

な
れ
ば
旣
に
再
々
論
及
せ
る
：が
如
く
に
共
有
ミ
勞
働
全 

收
權
ど
は
互
に
兩
立
し
難
き
事
情
あ
'̂
を
以
て
い
あ 

る
。
愛
に
於
て
於
彼
れ
は
耕
作
者
に
の
み
其
自
ら
耕
作 

に
從
ふ
土
地
を
限
ぅ
て
私
有
を
許
容
す
有
し
ど
云
ふ
、

.第
3
够 

九
七

第

卞

八

饴(

四
0
一)

雜

錄

9
力
ア
ド
す
派
社
會
主
義
概
論



第

十

八

卷(

四
0 
ニ)

雜

錄

g
力
ア
ド
ォ
蒎
社
公

平
凡
な
る
妥
協
案
に
到
達
し
た(

p
p
.
^
.
3
7
}
。

而
し
て 

農
業
生
產
物
を
專
ら
勞
働
の
賜
^
看
做
す
結
果
、
グ
レ 

:

ィ
は
經
濟
學
上
の
地
代
の
存
在
を
否
認
し
、
隨
つ
て
單 

な
る
所
苻
の
事
實
に
依
つ
て
地
代
を
«
出
す
る
地
主
階 

級
の
廢
除
を
唱
ヘ
、
自
作
農
に

$

<
小
出
圆
制
度
の| 

.’實
現
を
希
求
し

.た
。
，然
る
に
い
六
筒
年
後
に
執
筆
甘
るj 

なSodal 

sys
(
e
m

 
ニ 

.に
於
て
は
地
味
の
肥
瘠
に
依
る
收 

益
の
較
差
ょ
6
地
代
0'
.發
生
す
可
き
肌
以
を
明
白
に
^

一
 

認
し
、
;:「

假
に
地
主
が
地
代
を
收
受
せ
ざ
れ
ば
小
作
人

\

之
を
收
受
す
可
し」

CPP. 

2
9
6
-
2
9
.
7
)

^
斷
定

し

て

ゐj

.

.

.

.

. 

.. — 

：
 

. 

. 

^

.

る
°

!1
ー
日
す
れ
ば
彼
は
»
ぐ
ビ
も
土
地
の
特
殊
的
な
る
'.
;

H生
爺

力

を

認

容

せ

るg

に
，於

で

、
：農

業

生

產

物

を

偏

に

，； 

努

働
に

の

み

甚

く VJ

す

る

最

初

の

信

念

に

多

少

の

動

搖
一 

を

惹

起

し

た

0
愛

に

於

て

ホ

耕

作

者

自

身

が

其

»|
:
作
地 

の

所

產

全

部

を

領

收

す

る

.の
權

利

«
りW

云
ふ
.觀
念 

も

o
必

然

}
變

し

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

此
故
に
彼
れ
の 

後

期

の

諸

著

に

於

て

は

依

然

地

主

階

級

の

廢

除

を

主

張

I
義
概
論 

.

第

三

彼

九

八
 

し
て
歇
ま
ざ
る
も 

> 
典
論
據
は
.最
皁
耕
#

者
の
勢
働
に 

對
す
る
報
償
と
し
て
是
れ
に
土
地
を
與
へ
ん
が
爲
t
一

K

 

ふ
に
あ
ら
中
し
て
、
土
地
は
：須
ら
く
國
民
典
有
の
財
產 

皮
爲
し
其
軿
作
費
ビ
收
獲
€;
を

！
切

のr

麵
齙
を
求
む 

る
人
々」

’
の
間
に
分
割
す
る
の
が
至
當
で
あ
る
ど
云
ふ 

の

で

あ

る(L
o
w
e
n
t
h
a
i
: 

T
h
e

 

Ricardl.an 

Socialists 

ipp. 
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)
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固
1
6

彼
れ
は
1
!
€1
^
7
 

G
eorge 

二 

派
0 

如
ぐ

地
代
が
社
會
的
生
產
物
な
る
所
以
を
看
取
し
愛
に 

立
-1
し
て
土
地
國
^
を
提
唱
す
る
程
の
進
步
せ
る

見

解
 

を
‘保
持
せ
る
に
あ
ら
ず
、
其
主
張
も
跟
竟
土
地
に
對
す 

,
る
萬
人
の
W
象
的
權
利
觀
念
を
根
抵vj

す
る
も
の
な
れ 

Vj
も
、
尙
且
つ
地
代
が
専
ら
耕
作
者
の
勞
働
の
み
に
侬 

據
す
る
に
あ
ら
ざ
る
を
悟
り
て
翻
然
土
地
國
有
論
に
變 

遯
せ
る
m心
索
の
遇
程
は
甚
だ
興
味
有
る
も
の
^
沄
は
ね 

ば
な
ら
ぬ
。

利
子
も
亦
た
グ
レ
ィ
に
從
へ
ば「

何
等
の
對
價
を
傲 

供
せ
す
し
て
勞
働
を
横
領
す
る
他
のI

形
態
で
あ
る
0

非
生
產
階
赦
は
勿
論
抗
.
»し
て
云
は
ん
、
余
は
余
自
身 

の
財
產
4-
依
卜
衣
食
电
る
も
の
で
あ
る
ど
？
乍
併
：.

「

吾 

人
は
斷
じ
f
之
を
霊
し
反
對
に
彼
等
は
他
人
の
®
潇 

に
依
“
生
活
せ
6
皮
斷
ず
る
も
办
で
あ
る
/
蓋
し
凡
ゆ 

る
財
產
，の
；基
礎
は
勞
働
が
或
ば
游
積
せ
ら
れ
た
る
勞
働
：
 

で
あ
る
。
勞
侧
に
«
か
ざ
る
財
產
は
不
正
で
あ
る
。
然
ハ 

ら
ば
十
磅
化
貨
與
し
て
十11

破

^
返
遺
せ
し
む
る

B
當 

.
の
理
由
那
邊
に
在
り
や
？
：.「

抑
々
夫
の
生
產
的
■
働
者 

等
は
貨
幣
貨
與
者
の
所
得
ど
し
て
、
年
々
彼
等
の
勸
勞 

の
所
產
1'
>
按
除
せ
ら
る
、
其
部
分
に
對
し
何
物
を
享 

受
す
る
乎
，
日
C
何
物
も
無
し
"
然
ら
ば
問
は
ん
、
人 

は
.自
己
の
勞
働
の
Fr
ま
の
所
有
裁
た
る
自
然
の
權
利
を 

,有
す
る
乎
、
若
し
然
ら
ず
ど
せ
ば
何
を
以
て
か
財
產
の
' 

某
磯
ど
す
可
&
。
若
し
然
b
ご
せ
ば
貨
幣
の
使
用
に
對 

し
て
利
子
を
徵
收
す
可
き
正
當
の
理
由
有

る
事
無
し」

。
 

耍
之
親
在
の
實
相
は
次
の
如
く
に
絕i

*

す

る

人

々

：
に
.依 

つ
て
滿
た
'さ
.れ
て
ゐ
る
。

「

諸
子
，上
佘
は
生
產
物
の
豐 

笫

才

八

卷

(

四
Q

S)

雜

錄

„

カ
ア
ド
ナ
派
社
各

富
な
る
貯
藏
を
保
持
す
.る

故

ド

最

早

勞

働

甘

ざ

る

坷 

し
。
乍
併
余
は
'其
如
何
な
る
部
分
を
も
消
費
せ
ざ
る
可 

•,
,
し
。
但
ー
物
を
も
蓄
積
せ
ざ
り
し
諸
君
は
觅
に
働
け
。
 

ひ
.然
ら
ば
余
は
諸
君
が
生
產
物
を
創
造
す
る
や
否
や
ま
に 

一，
I之
を
消
费
す
可
し」

ど
。
是
れ
一
見
何
人
も
許
容
せ
ざ 

\

る
奇
怪
の
宣
言
に
似
た
れV 」

も
、
事
實
公
故
行
は
れ
て

r

,

:

f

ゐ
る
ど
云
.ふ

の

で

あ

る

(
H

u
m

a
n

 

H
a
p
p
i
n
e
s
s
,

 

p
p
.

 

W

4*

I 

3 

s-:
°

パ

\

更
に
權
利
の
問
題
ょ
6
離
れ
て
幸
K
の
問
題
に
轉
向 

j
:
:,t
る
も
、

グ
レ
ィ
は
自
由
^
^-
の
原
則
に
立
て
る
瑰
存 

|

制
度
を
極
力
，擯
斥
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
爲
ら
く
試
に 

I
.

'國
の
全
.產
業
機
願
が
其
最
高
能
力
.に
於
て
活
動
す
る 

一
，の
肖
曲
を
得
た
ヴ
ぞ
.假
足
せ
ょ
。
斯
か
る
•
«
情
の
下
に 

於
て
は
@
の
生
產
は
現
存
生
產
力
の
程
度
か
、
若
し
く 

は
#
人
諸
?1
の
欲
望
の
.飽
滿
に
依
つ
て
の
み
制
限
せ

ら
 

れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
此
は
自
然
的
な
る
生
產
制
限
で
あ 

.
る
。
然
る
に
.現
存
の
制
度
に
於
て
は
禽
を
制
限
す
る

も
 

&

主
義
概m

 

笫
三
號
.

九
九
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雜
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錄

'力
ア
ド
女
派
此
會
主
義
槪
論

第
三
號

5

0

の
は
生
產
カ
に
も

.

あ
ら
ず
消
費
欲
に
も
あ
ら
す
、
實
に 

M
爭
其
物
で
あ
る
。
今
日
生
產
は
有
效
需
要
換
言
す
れ 

ば
利
潤
を
提
供
す
る
键
要
.に
依
つ
て
左
右
せ
ら
れ
る
。
 

此
■
要
は
社
會
各
階
級
の
享
^
{
す
る
所
得
の
多
寡
に
倚 

賴
す
る
。
而
し
て
此
所
得
の
分
配
を
律
す
る
も
の
は
競

底
之
を
救
濟
す
る
の
道
無
か
.る
可

し

ミ(
B
e
e
r
: 

op. 

cit 

V
o 一. I. 

pp. 

2
I
4
-
2
I
S
。

以
上
縷
述
せ
る
所
を
グ
レ
ィ
自
身
の
桃
戰
的
語
調
を
'
 

以
て
要
約
す
れ
ば
、

「

菩
人
は
大
略
愛
に
現
莽
妣
會
が 

如
何
に
在
る
か
を
明
示
せ
り
。
吾
人
は
凡
ゆ
る
赏
の
發

爭
に
外
な
ら
ぬ
。
勞
働
者
の
就
職
に
：關
す
る
競
#
は

勞

T

生
が
人
類
の
勞
働
に
S

C
所
以
、
生
產
的
階
級
は
現
在

鈒
を
低
下
し
、
：企
業
家
其
他
艇
主
間
の
競
爭
は
利
潤
を 

低
下
し
地
代
亦
^
同
斷
で
ぁ
る
‘。
即
ち
：0|
定
所
得
を
享 

受
す
る
者
を
除
外
す
れ
ば
，
各
人
の
消
費
に
供
し
得
る
_ 

所
得
隨
つ
て
又
全
國
K
の
消
費
：に
供
し
得
る
所
得
が
減 

少
し
、
此
國
民
所
得
の
減
少
は
必
然
有
效
置
の
減
少 

一：を
意
味
し
.轉
じ
て
生
産
^
制

限

志

る

。：

蓋
し
現
稆
の
 ヾ

社
會
狀
顧
に
於
て
は
、
利
潤
を
約
束
せ
^
る
限
b

一
 

物 

VJ

難
生
產
せ
ら
れ
ざ
る
を
以
て)

ぁ
る
。&

る
が
故
に 

如
何
に
浓
民
の
欲
蕻
强
烈
に
生
產
の
能
ヵ
絕
大
な
り
€

 

す
る
'も
、
勞
働
は
勞
働
ど
競
伊
し
資
本
は
資
本
ご
競
爭 

丨
何
等
提
携
す
る
所
無
き
に
於
て
は
如
上
の
缺
陷
は
»

:

に
於
て
は
®
に
彼
等
自
身
の
み
な
ら
ず
社
會
の
凡
ゆ
る

非
生
產
的
成
員
を
支
持
せ
る
所
以
、
自
か
ら
字
を
下
し

て
土
地
を
耕
耘
し
若
し
く
は
土
塊
生
產
物
を
人
«
生
活

の
爲
に
準
備
充
當
す
る
者
の
み
が
社
會
の
生
產
的
成
員

:な
る
所
以
。
其
然
ら
ざ
る
者
は
直
接
に
其
然
る
者
の
歲

擔

な

る

所

以

、
苟
く
も
社
#
に
稗
益
せ
ん
£
の
意
志

は
見
榮
！

i
す
ら
も
有
せ
ざ
る
數
多
の
浪
費
階
級
の
人
々

•-は
固
ょ
b
、
總
て
の
商
人
、
製
造
業
者
等
は
其
傭
貴
？

典
に
生
產
の
指
植
監
督
者
茬
し
く
は
單
な
る
富
の
分
配

者
に
し
て
悉
く
生
產
的
勞
働
に
依
り
支
持
せ
ら
る
、
所 

以
、

且
つ
斯
<
の
如
き

人
々
は
唯
だ
勞
働
を
指
植
氍
瞥

し
某
生
産
物
を
分
配
す
る
に
充
分
な
る
入
數
を
限
6
て 

の
み
葙
明
な
る
所
以
を
闕
明
す
名
に
努
め
た
り
？
又
咨 

人
は
人
民
の
勞
■働
に
依
り
.年
々
創
造
せ
ら
る
\
富
の
分 

量
ょ
り
成
る
：
一
國
の
眞
の
所
得
が
、
其
生
產
孝
の
手
ょ
- 

卜
主
さ
し
て
地
代
家
货
利
子
並
に
彼
等
の
勞
働
を
廉
f
f
i一
 

:に
!1
賣
し
て
高
憤
に
_

«
す
：る
.結
^:
だ
る
_

«

の
爲
に 

略
奪
せ
ら
る
/
'所
以
、
此
努
働
に
對
す
る
地
代
利
子
利

\

 

«
の
苴
大
な
る
課
稅
ゆ
«
人
的
競
: #
の
制
度
の
存
在
す
| 

る
K
り

^
然
■
_

す
可
き
所
以
’
新
兆
產
削
體
に
於

て 

は
共
同
の
福
*
の
爲
に
絕
對
的
^
必
耍
な
る
非
生
産
的

l

i

l

l

 

.地
代
利
子
刺
潤
を
亂
税
せ
ら
，る〜

事
無
き
所
以
を
明
示

\

會
主
義
の
先
驅
者
V
C看
做
さ
く
る
可
か
ら
す

S
思
.惟
す 

る
も
の
で
ぁ
る
。
彼
れ
の
小
著

は

^

獨

創簡
潔

並
に
效 

采
に
於
て
"
.他
の
諸
®
に
於
て
は
一
層
尊
猶
す
可
き
精 

緻
に
し
て
秩
序

立
て
る
ト
ム
ソ
ン
の
著
作
ょ
り
も
、
寧 

ろ
優
れ
る
も
の
で
ぁ
る
。
勿
論
グ
レ
ィ
の
信
念
は
ト
ム 

ソ
ン
の
如
く
に
堅
實
な
ら
ず
圓
熟
も
せ
す
、
其
人
生
に 

成
功
を
遂
げ
苦
し
く
は
經
驗
を
績
む
に
從
つ
て
痛
く
修 

訂
せ
ら
れ
六

る
觀
有
れV

も
、
尙
且
つ
此
最
初
の
寒
1M 

の
關
與

す
る
限
り
に
於
て
は
、
暴

力

の
使
用
を
杏
‘

|
|

せ 

る
'以
外
、殆
ど
マ
,
ク
ス
に
讓
る
所
無
し」

ミ
嘆
賞
せ
し 

>̂
.
>し
贝
以
で
あ
る(

P
O
M ミ^
l
w

Jntro 
.一
 ncti o

n

 

to 

M
e
n

 

g
e
'
s

 

2 Ri
g
h
t

 to 

w
h
o
l
e

 

P
r
o
J
u
c
e

 

of 

L
a
b
o
u
r
,

 

pp. 

l5i
-
<
>
。

吾
/̂
は
固
ょ
ト
グ
レ
イ
の
'®
小
を
以
て
マ
ル
ク
ス
^

し
た
り」

ど
云
ふ
に
歸
着
す
る
。
此
明
快
な
る
綱
領
の

如
何
に
社
會
虫
義
的
色
彩
に
富
办
る
か
は
何
人
も
首
肯：

同
W
に
^

i
^
v

る
の
奇
矯
に
到
底
與
す
る
能
は
ず
ど
は
云 

す
る
所
で
あ
ら
ぅ
-
楚
れF

o
x
w
e
l
l

を

し

て「

.兎
も
あ
へ
：、
尙
此
評

.言
の
前
半
に
は
賛
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
：
 

れ
佘
は
グ
レ
ィ
を
以
て
近
世
の
闘
邻
的
桃
戰
的
^
る

社

る

。
然
る
に
グ
レ
ィ
は
該
著
の
擱
筆
に
當
り
て
"

「

余 
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雜

錄

1

ァ
ド
ォ
派
1

は
後
日
觅
に
他
の1

書
を
以
て
是
れ
：が
實
施
の
_

に
は 

菩
等
の
富
に
關
す
.る
制
限
は
唯
，だ
生
產
能

力
の
枯
渴
か 

，若

し
ぐ
は
各
種
欲
a
の
：飽
滿
か
に
歸
着
.す
可
き
听
の
、
 

ム
國
有
贫
本
の
某
礎
に
立
っ
別
個
の
社
會
組
織
に
就
ぃ
て 

說

す

る
ri
r
ぁ

る
可
し」
；
ど
約
浓
せ
る
に
拘
ら
ず
遂
に 

之
を
履
行
せ
ざ
卜
し
の
み
か
、
其
後
の
諸
著
に
於
て
は
一 

」

：，生
產
の
關
す
る
箣
圍
に
.於

て

.全

ぐ

社

會

主

義
的
主

張

を| 

抛
棄
し
其
考
察
を
®
ら
公
平
な
る
交
為
龃
織
の
案
出
に
ン 

,

の
み
限
屈
し
れ
。
同
時
：に
典
現
海
秩
序
を
攻

離

す
る

論

| 

部
に

於
て
も
亦
卞
昔
日
め
举
辣
味
無
ぐ、
' 挑

«
的
厲
言 

は
跡
を
斷
ち
道
德
的
熟
情
は
'冷
却
し
去
つ
て
新
た
に
現 

前
せ
る
は
其
勞
働
僙
値
說
と
連
繁
サ
る
貨
幣
制
度
の
改 

箪
案
で
ぁ
つ
ye
。
;/

'

■
十

. 

-

今
被
れ
0
後
期
の
著
作
に
«
す(

る
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Question 、

100
4
7 
並
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2 

Lectures 
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Nature 

and 
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U
s
e

 of M
o
n
e
y
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:-
Ioo
4
8 
等 i

 
從
ひ
て
其
密 

要
を
概
括
す
る
に
次
.の
如
ぐ
，で
あ
る
。
以
爲
ら
ぐ
、
、 

類
に
價
値
あ
る
總
て
の
貨
物
を
生
產
ず
る
は
勞
働
で
あ 

る
^
同

時

に

各

#
人
が
自
己
の
勞
働
に
依
つ
て
生
產 

し
得
ざ
る
權
々
な
る
.貨
物
を
享
受
す
る
は
交
易
に
$
く 

の
♦で
あ
る
。
交
易
無
ぐ
ん
ば
人
は
所
詮
最
も
低
劣
な
る 

野
蠻
狀
態
ょ
b
向
上
す
る
を
得
な
か
つ
た
で
*'
ら
ぅ
，
 

然
る
に
現
在
の
交
易
原
理
の
運
用
は
誤
つ
て
ゐ
る
。
そ 

一
は
文
明
國
に
■
漫
せ
る
互
大
な
る
害
惡
の
m
«
で
あ
つ 

\

て
、.
勤
勞
に
酬
ゆ
る
に
饑
餓
を
以
て
し
刻
苦
に
酬
ゆ
る 

一
に
落
膽
を
以
て
し
而
し
て
善
を
爲
さ
ん
S
欲
す
る
統
ム
W 

者
の
最
上
の
努
力
に
酬
ゆ
る
に
紛
糾

V
J

失
敗
を
以
て
す 

る
も
の
で
あ
る
。
斯
か
る
交
易
の
«1
織
こ
そ
社
會
間
® 

.
に

關

す

る

觀

念

^
混
亂
を
截
起
し
、議
院
改
革
案
、
普
區 

選
擧
論
、
自
由
貿
易
論
、
減
稅
論
其
他
猶
々
な
る
輿
論 

の
.絕
叫
を
、見
た
る
根
源
で
あ
.る
。
假
令
如
>.
の
諸

要

求

が
悉
く
«
徹
せ

ら

る

、
ビ
も
現
#

の
交
易
の
形
態
に
し 

て
依
然
革
新
せ
ら
れ
ざ
る
以
上
ば
、
"何
物
の
改
善
を
も
 

實
現
す
る

を
得
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
然
る
に
交
易
の
媒
介 

物
は
货
幣
で
あ
る
。
其
用
途
は
度
量
衡
.に
等
し
く
交
易 

に
當
り
て
等
價
の
授
受
を
便
利
な
ち
し
む
る
に
花
る
。

故

'(
'
:そ
は
交
換
す
可
き
何
物
か
'を
有
す
る
人
々
に
取
り 

て
容
易
じ
取
得
し
得
る
も
の
な
ら
ざ
る
可
か
ら
す
。
旣 

に
然
る
以
上
は
金
が
此
役
因
に
®

せ
ざ
る
は
明
瞭
で
あ 

る
。
蓋

し

It
)

©
に
於
て
取
引
せ
ら
る
、
貨
物
の
百
中
九 

十
九
ま
で
は
、
金
ょ
り
も
生
產
し
#;
く
取
得
し
揚
し
ビ 

一'ム
ふ
も
敢
て
過
言
な
ら
ざ
る
故
で
あ
る
。
此
理
由
を
以 

て
貨
幣
は
金
を
某
礎W

す
る
時
は
、
交
易
を
，阻
®
し
需 

粟
を
妨
退
し
隨
つ
て
生
產
を
抑
制
す
る
。.

鈒
行
券
も
亦 

た
保
^
準
備
を
必
要
を
す
る
が
故
に
硬
貨
同
樣
の
支
障 

が
あ
る
：。
愛
に
於
て
か
國
民
は
不
斷
に
食
幣
の
缺
芝
に 

苦
し
み
、、
貨
幣
の
職
資
は
本
來
何
人
に
も
何
時
に
て
も 

如
何
な
る
價
値
を
有
す
る
如
何
な
る
貨
物
に
て
も
、
彼

:

第

.
卞

八

餘

(

四

し

七v
:
::

離

0 

、
力
ア
ド
オ
派
社<

れ
が
其
代
り
に
収
得
せ
ん
事
を
欲
す
る
商
品
ど
交
換
す 

’る
を
得
：せ
し
む
る
に
在
る
に
拘
ら
す
、
常
に
交
換
を
待 

て
る
貨
物
の
额
ょ
b
も
不
足
す
る
€
云
ふ
不
和
合
な
る 

現
象
を
生
中
る
の
で
あ
る
し
然
ら
ば
如
何
な
る
貨
幣
•か 

(

能
く
此
目
的
に
安
ふ
を
得
る
乎
。

■

夂
 

く 

,ク
レ
ィ
に
從
へ
ば
貨
幣
は
當
然
單
な
る
領
收
戳
即
ち 

L.

貨
幣
の
所
持
人
が
赏
の
國
民
的
貯
藏
に
對
し
て
特
定
の 

:「

價
値
を
寄
與
し
ね
る
證
據
、
若
し
く
は
彼
れ
が
富
の
瀋 

\

積
に
貢
献
し
た
る
他
人
ょ
6
同
一
價
値
に
對
す
る
權
利 

\

を
獲
#
し
れ
り
S

云
ふ
證
據
£
爲
^
ね

ば

な

ら

ぬ
0

 

1

收
書
の
用
途
は
其
所
持
人
を
し
て
欲
す
る
時
欲
す
る
形 

一
に
於
て
先
に
寄
與
せ
る
價
値
を
«
び
收
受
せ
し
ひ
る
に 

\

在
る
。
而
し
て
貨
«
は
そ
れ
肖
身
內
在
的
惯
値
を
具
へ 

て
は
な
ら
ぬ
。
此
提
案
の
實
施
に
は
國
立
銀
行
を
設
立 

し
て
紙
#
發
tr
の
獨
占
«
を
賦
與
丨
.、

,

p 

.
U一
 

切
の
生 

產
物
は

X
場
又
は
製
作
所
ょ
り
國
立
倉
靡
に
送
致
せ
ら 

.
れ
、
此
處
で
は
直
接
に
消
®
甘
ら
れ
れ
る
®
料
勞
働
#. 
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を
赍
定
し
、
趕
に
地
代
"
利
子
、
減
價
償
却
、
S

等
の 

It
用
を
令
辨
す
る
爲
に：

商
業
會
簸
所
の
決
定
に
基
く
一 

,
.
定
_

羽

溏

を

附

加

し

て

生

，藤

物

の

小

貪

憤

格

ど

す

る

'

1

方
是
等
國
立
倉
廊
は
國
立
銀
行
代
理
人
の
監
督
ド
に 

.';
立
ち
、
代
1

人
は
»
入
生
康
物
の
領
收
番
ミ
し
て
國
立 

銀
行
發
行
の
紙
幣
を
交
附
し
此
細
幣
を
以
て
住
意
隨
時 

.に
他
の
^
愤
の
在
«
品
€
交
換
せ
じ
め
る
。
愛
に
^
て 

か
交
與
の
公
平
圓
附
期
し
て
俟
つ
可
し
ミ
去
ふ
の
で
ぁ 

る

(
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o

ル
ふ
に
^
上

の

勞

働

紙̂,
の

觀

念

に

は

凡

ゆ

る

商

は
 

を
以
て
;«
幣
ど
同
一
視
す
る
の
错
誤
、
換
言
す
れ
ば
各 

的
品
中
に
包
含
せ
ら
る
、
孤
立
せ
る
個
々
の
人
の
勞
« 

を
お
て
1
に
S
命
^
努
0

ド
潘
做
す
獨
斷
を
存
す
る

.

ど 

共
に
‘、：

ダ
レ
ィ
自
身
M
之
を
以
て
取
な
る
資
本
主
義
經 

濟
紐
織
の
：圈
內
に
於
る
一
改
革V」

风
他
せ
る
に
拘
ら 

ず
"
其
现
論
を
徹
底
的
に
發
展
せ
し
む
れ
ば
必
然
社
會 

主
義
に
^
趨
す
可
き
顯
著
な
.る

傾
向
を
具
^
せ
る
も

の

第

§

で

あ

る

。

マ

ル

ク

ス

は

其

「

經

濟

學

批

«

」

|:
於

て

此

雜
 

に
爲
及
し
て
日
く
、

「

勞
働
時
間
を
以
て
貨
僻
の
直
接 

的
尺
度
取
位
皮
爲
す
學
說
を
系
統
的
に
披
壢
せ
る
嚆
矢

は

ジ
ョ
ン
。
グ
レ
づ
で
あ
る

乍
併
勞
猶
時
間
が
價
K

の
闽
有
の
尺
度
な
り
定
せ
ば
、
何
故
に
是
に
伴
ひ
て
也 

の
外
的
尺
度
の
存
在
を
必
耍
ど
す
る
乎
。
何
故
交
換
® 

値
は
.價
格
に
發
展
し
行
ぐ
乎
。
何
故
總
て
の
商
品
は
交 

換
價
値
の
特
種
な
る
體
現
中
に
轉
換
せ
ら

る

\>
一
 

の
排 

他
的
商
品
即
ち
貨
«
を
以
て
其
價
値
を
測
足
す
る
乎
o 

這
般
の
問
題
こ
そ
グ
レ
ィ
の
當
然
解
決
せ
ざ
る
可
か 

ら
ざ
る
所
の
も
の
で
あ
つ
た
-
' 然
る
に
彼
れ
は
之
を
解 

決
す
る
代
り
に
、
諸
商
品
は
相
亙
に
直
接
的
に
社
會
的 

勞
#
の
生
產
物
ど
し
て
交
涉
を
保
ち
得

る

も

の
€
想
象 

し

^
。
乍
併
諸
商
品
は
唯
だ
各
自
あ

る

が

ま

、
の
能
力 

に
應
じ
て
の
み
相
互
に
交
涉
を
保
ち
得
る
の
で
あ
るO 

諸
商
品
は
獨
立
し
孤
立
せ
る
.個
人
勞
働
の
直
接
の
生
產 

牧
で
あ
つ
て
、
偏
に
私
的
交
換
の
行
程
に於
る
其
移
®

に
依
り
て
の
み
普
偏
的
砒
會
勞
働
た
る
の
實
を
表
現
し 

得
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば商

！！i

生
產
に
於
る
勞
働 

は
、
個
々
の
勞
働
の
普
偏
的
移
動
に
依
つ
て
の
み
社
會 

的
^
働
ど
化
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
グ
レ
ィ
は
商
品 

中
に
包
含
せ
ら
れ
た
る
勞
働
時
問
を
以
て
直
接
®
社
會 

〔

：的
勞
働
時
間
な
5
ミ

看

倣

.(
>!
> .是
れ
が
爲
に
該
勞
働
時 

間
を
以
て
.典
通
の
勞
_
峙
間
：換
言
す
れ
ば
直
接
に
聯
合 

.せ
る
：個
:/
/
人
の
勞
働
時
間
：な
办
：す
假
想
ず
る
に「

至
づ 

た
。
然
し
斯
か
る
㈣
#

の
下
に
於
て
は
實
際
上
金
銀
の 

如
き
特
殊
な
る
商
品
は
普
偏
的
勞
働
時
，間
の
具
現
ミ

レ

: 

て
他
秫
尚
品
に
對
立
す
る
能
ば
ヤ
、
：_:交
換
偾
値
は
偾
格 

じ
轉
化
す
る
を
得
な
い
。
他
方
に
於
て
使
用
债
値
は
交 

換
價
値
€
化
す
る
能
は
ず
、
生
潇
物
も
商
品YJ

な
る
能 

は
ず
»
つ
て
資
本
主
義
生
產
紐
織
の
根
柢
自
#
が
破
滅 

す
可
き
道
现
で
あ
る
。
乍
併
此
は
グ
レ
，ィ
の
眞
意
U
あ 

ら
ず
> 
彼
れ
は
生
產
物
は
商
品
ど
し
て
生
齎
せ
ざ
る
可 

か
ら
中
然
も
^
ロ£
ド
~し
て
交
換
す
^
か
ら
.中

\2
云
ふ
|の

で
あ
る
。
彼
れ
は
此
敬
虔
な
る
颇
望
の
成
就
を
國
立
學 

行
に
#
任
し
た
。
社
會
は
.1

方
國
立
，銀
行
を
介
し
て
私 

的
交
換
の
認
條
件
ビ
は
全
然
獨
立
せ
る
個
人
を
作
6
、
 

然
も
他
方
に
於
て
は
其
個
人
を
し
て
私
的
交
換
の
甚
廣 

に
立
て
る
生
產
を
繼
賴
せ
し
め
ん
ビ
す
る
の
で
あ
る
。
 

さ
れ
^
論
理
は
必
然
彼
れ
に
追
つ
て
單
に
商
品
交
換
の 

結
果
た
る
貨
幣
制
度
の
改
革
の
み
を
企
圖
せ
る
素
志
を 

遨
切
り
、
資
本
主
義
的
生
產
倏
仲
を
續
々
否
宛
す
る
に 

至
ら
し
め
た
。
彼
れ
が
'「

總
て
の
國
の
事
業
は
國
有
資 

本
に
て
行
は
ざ
る
可
か
ら
す」

ビ
去
ひ(social S

y
s
t
e
m
,
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一70
、

又

「

土
地
は
國
有
財
潘
に
變
化
せ
ざ
る
可 

か
ら
す」

(】bid. 

p. 

2
9
8
)

ど
云
へ
る
が
如
き
比
々
皆 

然
り
で
あ
る
。
而
し
て
彼
れ
の
國
立
銀
行
を
仔
細
に
檢 

討
す
る
時
は
、
そ
は
管
に
ニ
方
に
於
て
商
品
を
領
收
し 

他
方
に
於
て
致
さ
れ
た
る
勞
働
に
®
し
證
券
を
交
附
す 

る
の
み
な
ら
ず
、
■實
に
生
產
其
物
：に
干
涉
す
る
所
以 

を
發
見
す
る
で
あ
ら
う
。
彼
れ
が
其
最
終
の
著
作
れ
る
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s
 Mo

n
e
y

マ
に
於
て
所
謂
勞
働
紙
幣
•か
a 

然
た
る
資
本
#
義
降
內
の
改
革
に
過
ぎ
ざ
る
&
を
^
爲 

せ
る
は
、
求
め
てr

層
明
白
な
る
矛
盾
に
陷
れ
る
も
の 

t
I
K

は
ね
ば
な
ら
ぬ
0

'八

:
羅
寬
凡
ゆ
る
商
品
は
货
幣
な
りV

J
1
;

ム
ふ
グ
レ
ィ
の
學 

說
は
彼
れ
の
不
完
全
な
る
随
っ
て：

誤
れ
る
商
品
の
分
析； 

:fc
®
 
く
も
の
で
あ
.る

。「

勞

働

貨

幣
」
「

國

立

銀

行

」
「

國

一 

.，立
食
庫」

：
を
有
機
的
に
結
合
せ
ん
ど
す
る
は
^

獨
斷
を
一 

'
普
偏
.的
法
則
化
せ
ん
.，匕
す(

る
^
想
に
過
ぎ
ぬ
。
商
nlt
l
,i 

貨
幣
f

ミ
云
ふ
獨
斷
換
言
す
れ
ば
商
品
中
に
包
含
せ 

ら
る
、
個
人
個
人
の
勞
働
を
以
て
直
に
社
會
的
勞
働v
 

| 

■;
看
做
す
獨
斷
は
、
銀
行
が
劇
品
を
信
用
し
是
に
準
じ
て 

業
務
を
行
ふ
ざ
云
ふ
取
純
な
る
事
實
に
侬
つ
て
、
自

ゴ
\z 

か
ら
眞
實
性
t
失

つ

て

ゐ

气；

此
場
合
破
產
が
實
際
的
ノ 

批
評
家
の
役
目
を
泥
ず
る
は
截
實
で
あ
る
。
グ
レ
イ
の 

著
截
並
に
グ
レ
ィ
の
腦
裡
に
潜
在
し
た
る
所
の
も
の
：
 

H

實
は
勞
働
貨
幣
は
貨
幣
を
、
又
貨
幣
と
：共
に
交
換

偾
値
を
、
又
交
換
價
値
ビ
典
に
商
品
を
、
最
後
に
商
品 

ド
共
に
資
本
す
義
^
生
產
.形
態
を
脫
却
せ
ん
^
す

.る
、 

敬
虚
な
る
願
縛
に
對
す
る
織
烈
な
る
經
濟

上
の
主
M

一) 

外

な
ら
ざ
り
し
事
は
、

一
部

は

ダ
レ
ィ

以
前
.に
一
部
は 

ダ
レ
ィ
以
後
に
英
_
社
會
主
_
者
の
竽
に
依
り
て
|«
©| 

せ
ら
れ
た
の
で
あ

る

し

ど(

ぎ

3
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1

八
三
ニ
年
ょ
む
1
八
三
四
年
に
宜
る
偷
敦」

於
る
、
 

0

1
の
勞
働
交
換
銀
行
の
成
立
ど
失
敗
は
、
如
上
の 

マ
ル
ク
ス
の
評
言
を
事
實
の
.上
に
連
書
せ
る
も
の
で
あ 

る
。
同
時
に
吾
人
は
グ
レ
ィ
自
身
.の
主
觀
的
態
度
ょ
ヅ 

律
す
.る
時
は
、
前
則

0
著
作
は
社
會
義
的
論
調
歷
然 

た
b
後
期
.の
著
作
は
單
に
資
本
虫
義
園
內
の
一
改
革
に 

.獨
蹐
す
^
雖
、
之
を
客
觀
的
に
塘
察
す
る
時
は
实
噯s

 

に
於
て
も
尙
所
謂
國
家
社
會
主
義
の
主
唱
ヾ」

共
通
な
る 

屁
想
を
抱
懷
せ
る
事
實
を
首
肯
し
な
け
れ
ば
な
ら
^
。 

而
し
.て
前
揭
，マ
ル
ク
ス
の
所
言
^
現
は
れ
た
る
英
國
社

會
主
義
.者
の
中
グ
レ
ィ
以
前
^
云
ふ
は
旣
に
述
べ
た
る 

ヰ
ジ
ア
ム

•
ト
ム
ソ
ン
を
暗
示
し
、
ダ
レ
ィ
以
後
ど
® 

す
る
は
即
ち
次
に
述
べ
ん
^
欲
す
る
:̂

ヨ
ン
•フ
ラ
ン
シ 

ス
•
ブ
レ
エ
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

•
广 L

a
b
o
u
r
w
w
r
o
n
g
'
s

 

a
n
d

 

L
a

crc
u
r
w
R
e
m
e
d
y
,

こ 

」

00
3

9の
著
者
ブ
レ
モ
に
關
し
て
は
菩
人
は
僅
に 

w
e
l
l

を
通
じ
て
彼
れ
が
眇
7^
る
一
印
刷
工
に
過
ぎ
ざ
り 

し
を
知
b
且
つ

o J, H
o
l
y
o
a
k
e

を
介
し
て
其
小
著 

が
社
會
運
動
者
間
に
l>
t
傅
せ
ら
れ
し
を
知
る
外(Hist- 

o
r
y

 

of 

Co-operation, 

V
o
k

 

I. 

p. 

2
2
4
)

何
等
經
歷 

の
.聞
ゆ
る
も
の
無
し
s
雖
、
其
書
に
依
む
て
其
人
を
觀 

る
に

彼
れ
は

獨
學
能<
o
w
e
n
,

 G
r
a
y
H
h
o
m
p
s
o
n

等
の 

協
同
主
義
的
敎
義
を
咀
嚼
す
る
ど
共
に
又
，

H
o
d
g
s
k
i
n

 

,
流
の
反
資
本
主
義
的
信
條
に
も
啓
發
を
受
け
て
當
時
の 

世
相
を
靜
觀
し
、
無
產
者
階
級
解
放
運
動
の
數
次
の
蹉 

跌
I:
.深
®
の
色
有
り
、
遂
にC

h
a
r

 t〖s
t

運
動
の
勃
興
を

第
十
八
卷

(

四

一

ご

si
錄

i
力
ア
ド
す
^
社

目
视
す
る
に
及
び
敢
然
其
哲
學
並
に
經
濟
學
上
の
蘊
蒂 

を
傾
倒
し
て
勞
働
階
級
に
對
し
彼
等
の
窮
境
を
離
脫
す 

る

唯I

の
方
途
は
、
生
產
分
配
交
換
の
相
互
協
同
に
在 

る
所
以
を
指
示
す
る
に
努
め
.し
も
の
で
あ
る
，。

ブ
.レ
工
の
S
本
思
想
は
自
然
の
三
原
理
に
立
脚
す 

る
。
第

I

凡
ゆ
る
人
間
は
，其
身
體
柳
造
赛
命
に
於
て
平 

等
で
あ
る
。：
偶
々
人
性
に
不
评
等
有
る
は
槪

I
て
境
遇 

の
異
同
雄
に
人
爲
的
制
«

0
所
產
た
る
不
苹
等
に
起
因
. 

す
る
。
_第
一
一
生
命
の
持
«
に
必
要
.の
資
た
る
衣
食
住
は 

吾
人
©
周
阖
の
隨
所
に
存
在
す
れ
ど
も
、
勞
働
が
是
れ 

に
關
與
す
る
ま
で
は
彼
等
は
.自
然
し
無
價
値
な
る
か
* 

し
ぐ
は
、獲
得
す
る
を
得
な
い
。
か
る
が
故
に
人
命
は
衣 

食
住
の
相
應
0
給
附
無
く
ん
ば
：支
持
す
る
を
得
す
且
つ 

是
等
は
勞
«
»
く
ん
ば
獲
得
す
る
：能
：は
；ざ
る
に
«
り
、 

何
人
も
當
然
勞
f
せ
ざ
る
可
か
ら
ヤ
。
f;
H
凡
ゆ
る
人 

間
の
性
質
並
に
欲

望

：
は

：
本

來

■均
等
な
る
が
.故
^
彼
等
の 

權
利
は
平
等
な
ら
ざ
る
可
か
ら
す
。
而
し
て
人
類
の
生 

主
義
概
論 

第
一
i
 

一o

七



筋

十

べ

卷

S

1

5
雜

錄

リ
カ
ア
ド
オ
派
Mb
會
S

槪
論 

笫

識

ー

〇

八

'存
は
同J

事
故
に
左
布
せ
ら
る
S
が
故
に
、
凡
ゆ
る
 ̂

m

の
舞
事
！に
し
て
且
つ
凡
ゆ
る
富
の
原
泉
^
る

i 

其
全
住
民
の
共
有
财
產

た

ら
cr
る
可
か
^
ず

。
約
言
す 

れ
は
入
類
の
均
#
、
權
1̂
義
務
の
平
等
、
土
地
共
有
は
是
ノ
 

れ
_
然
の
法
則
で
あ
るV

J
云
ふ
の
で
あ
る(

L
a
b
o
u
r
v

 

| 

I

I

 

s
. 

3
T
3
4
,

 

B
e
e
r
:

 
H
f
s
o
l
y

 

of 

British 

j  

o
ociansm, 

vol. 

L

 

pp. 

2 
ぺ7.

2
3
8
)
0

 

. 

|

，
然
る
に
ブ
レ
エ
に
，從

へ

ば
現
存
社
會

が

此
自

然

法
則
一 

の
實
現
を
阻
±
せ
る
潴
極
の
原
因
は
、
私
有
財
齑
制
度| 

を
某
礎
ど
す
る
經
濟
組
織
の
缺

陷

に

在

る

。
蓋
し
經

濟

j 

的
平
等
を
隨
伴
せ
ざ
る
眞
の
®c
治
的
，平
等
は
有
り
得
な| 

y

茆
米
利
加
合
衆
國
の
經
驗
は
這
個
の
消
息
を
明
示

\ 

す

る
も
の
で
あ
る
。
此
典
和
國
に
於
て
も
社
歆
は
依
然

\ 

赏
者
ビ
貧
者
資
本
家

S
生
產

裁

に
分
裂
し
、
且

つ

後

者i 

は
前
者
の
*
力
に
屈
处
し
尤
ゐ
る
。
此
は

政

體

の

如
可 

を
^
は
中
1;
國
に
乳
通
な
る
斯
*實

で

あ

る
r
&
o
u
l
l
s 

w
r
l
,

 

p. 

19
)
。

而
し
て
所
有
の
不
平
等
の
存
在
す

る
所
に
於
て
は
必
ず
權
利
義
務
の
不
平
等
が
存
在
す 

る
。
政
治
家
が
立
法
：の
事
に
當
る
や
甯
者
を
富
者
ビ
し 

貧
者
を
貧
者
ミ
し
只
管
俾
統
的
精
神
に
終
始
す
る
の
み 

に
し
て
、
其
何
故
に
成
る
人
々
は
富
裕
に
し
て
他
の
人 

々
は
貧
«
な
り
や
更
に
或
る
階
級
は
幾
fi
t
代
に
a
る
刻 

苦
^
以
て
し
て
も
毫
も
貧
困
の
度
を
減
せ
ざ
る
に
也
の 

&
.
級
は
幾
世
代
にj

旦
る
奢
侈
淫
佚
を
以
て
し
て
も
毫
も 

富
裕
の
度
を
.減
：勢
ざ
る
は
何
故
な
る
か
を
顧
慮
す
る
Ff
f 

が
な
い
。
政
治
家
は
殆
ど
常
に
勞
働
者
に
慫
慂
す
る
に 

政
治
的
改
革
政
治
的
救
濟
の
希
求
を
以
て
す
る
も
、
然 

も
是
等
慫
慂
者
の
多
數
は
勞
働
者
階
級
に
所
風
せ
ず
富 

者
ど
結
托
し
て
彼
等
の
利
益
，に
反
對
す
る
J

努
働
者
階 

級
が
屢
々
政
治
；運
動
に
期
待
し
て
屢
々
失
望
せ
る
は
固 

ょ
り
其
、所

で

あ

る
.0
羅
覚
一
切
諸
惡
の
根
源
は
所
有
の 

不
平
鲚
に
遡
及
す
可
く
他
の
禍
因
は
悉
く
皮
相
的
で
あ 

る
ビ1

K

ふ
の
で
あ
る
。
愛
に
於
て
か
彼
れ
は
現
存
制
度 

の
經
濟
學
的
批
判
を
以
て
其
所
說
の
論
ft
を
試
る
。

I
: 

_
謂
ふ
所
0
經
濟
學
ミ
は
所
詮
資
本
，家
階
級
の
自
己
辩
: 

諫
の
要
具
に
過
ぎ
ぬ
ど
:/V

 H

は
斷
定
す
る
。
即
ち
個 

人
主
_
經
濟
學
徒
に
從
へ
ば
勞
働
者
階
級
の
現
在
の 

不
遇
は
.
h敵
も
味
方
も
直
接
如
何V」

も
す
可
か
ら
ざ
る
~
 

择
晴
に
权
つ
て
然
有
ら
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る」

(p
.

一
 

4
1
)
。

「

即
ち
以
爲
b
く

-
國
に
於
て
，生
齑
の
目
的
に 

:

供
用
じ
得
可
&
資
本
又
は
；貨
幣
の
分
.量
は
一
.
定
し
て
^:
,
 

る

。

斯

く

，
此

货

幣
5

_宛
せ
る
が
故
に
若
し
之
を
以
て 

特
定
*
の
勞
働
考
を1

週
一
一
十
志
に
て
«
傭
す
る
を
得 

る
ミ
せ
ば
其
倍
數
を
潘
傭
し
得
る
に
は
一
週
十
志
、
其 

四
修
數
を
雇
傭
し
得
る
に
は
一
過
九
志
に
於
て
で
な
け 

れ
ば
な
ら
ぬ
。
愛
に
於
て
か
必
然
勞
働
者
の
員
數
愈
々

\ 

多
火
叹
ら
ば
彼
等
に
取
つ
：て
益
々
不
利
で
ぁ
る
。
la
つ 

て
此
努
働
^
資
本
€
の
不
調
和
に
對
す
る
唯
一
の
‘11
救 

锻
は
勞
働
者
の
或
る
數
が
市
場
の
外
に
去
る
外
は
無
い 

^

o
然
し
假
令
貨
幣
の
缺
乏
を
以

て
§

の
最
も
不
本 

.意
な
る
遊
a
の
失
職
の
眞
因
な
り
ビ
許
容
す
る
も
、
尙

第

十

八

卷(

'1
5
1一
5

0

錄

3
カ
ブ
ド
-4
*
派
社
办

:

彼
等
を
娥
死
又
は
移
送
す
る
以
外
に
匡
救
の
道
は
無
い 

で
あ
ら
ぅ
乎
ー
。

愛
に
於
て
ブ
レ
工
は
之

を
救
ふ
合
理 

的
手
段
は
勞
働
を
資
本
の
限
度
に
ま
で
低
下
せ
し
0
る 

に
办
ら
ず
し
て
貨
幣
の
_

#
(*
:
依
b
資
本
を
勞
働
の
婆 

R

m
ま
で
增
加
す
る
に
在
り
^
爲
し
同
時
に
勞
働
過
剩 

足
云
ふ
が
如
き
は
富
の
過
、剩
が
需
要
を
消
滅
す
る
か
ス 

は
®.
.
料

が

缺

乏

す
る

に
あ

ら
ざ
.る
限
り
實
在
す
る
事
無 

し
。
却
つ
て「

晋
人
は
人
手
多
く
原
料
多
く
然
も
生
產
少 

し
S
妾
ふ
一
一
.一
重
の
矛
fi
t
に
直
面
し
て
.ゐ
る
の
で
あ

る」 

«
ま
つ
で
ゐ
る
Q
P
, 

I
0
3
-
I
0
5
)
。

〜

正
統
派
經
濟
學
の
勞
鈒
論
に
關
す
る
前
揭
ブ
レ
エ
の 

解
釋
は
決
し
て
.嚴
珀
な
る
勞
銀
基
金
說
を
開
陬
せ
.る
に 

あ
ら
ず
し
て
、
單
に
需
要
供
給

'

を
以
て
勞
働
人
ロ
€
全 

*

資
本
或
は
' 1

層
適
確
に

.

へ
ば
.

「

資
本
則
貨
粮

」

€

の 

關
係
な
.り
ご
思
惟
せ
る
も
の
で
あ
る
e
此
は
正
統
，派
の 

:

學
：說
を
曲
解
せ
る
も
の
な
る
.芑
同
時
に
：夫t

自
體
誤

®

 

な
'る
は
喋
々
を
要
し
な
い
。
而
し
て
彼
れ
がr

資
本
則 

虽
義
概
論 

■

■

 

一
 

0
九



零

八

餘

」
&
1
姐

)

m

 
; 

0

 

”
ヵ
ア
ド
ォ
派
社 

貨
.幣」

の
«
念
を
抱
懷
せ
，る
は
.其
貨
幣
：に
_
す
る
論
說
. 

の
明
示
す
る
所
で
あ
る
o
日
(

「

貨

幣

は

資
1-
の

S

X

 

物
で
あ
る
。
貨
幣
の
價
値
有
る
.所
以
.は
是
れ
、が

爲

で
あ 

つ
て
何
等
其
固
有
の
性
質
に
甚
く
も
の
で
は
な
い
P
蓋 

し
賢
粮
を
逋
じ
て
人
々
は
.其
所
有
す
る
.眞
，の
齋
本
の
或 

は
大
な
る
部
分
或
は
少
な
る
部
分
^'
任
意
に
利
用
す
る 

を
-得
る
故
で
あ
る」

(P: 

140
)
。

現
在
に
於
て
は
紙
幣 

は
佘
貨
を
基
礎
€
し

金

貨

は

眞

の
資
本
を
代
表
す
れ
，マ

」

.

一
 

'，一̂

1
際

{:
於
て
は
.金
貨

ー

の

：
介

在

を

必

：
要
广

)£
'
し

な

：
い

j 

(PP

二43-144)

。
若

し

も1

阈
の
富
の
本
；额

を

代

表

す| 

る
に
充
分
な
る
紙
幣
の
狻
行
を
見
た
.り
.
ど
せ
ば
、
彼
等 

を

働

か

し

む.る
'に

必
要「

な
，る
貨
幣
の
缺

乏

のS

困

_

— 

せ
る
無
數
の
貧
窮
な

る
遊
民
：はf

救
濟
せ
r

o

れ

る

で

あ

ら

|

 

，フ

原
料
機
械
勞
«
其
他
凡
ゆ
る
生
產
の
要
素
は
殼
富」

 

に
■

{.
且
又
必
需
品
並
に
奢
侈
品
に
對
す
る
欲
求
も
::
. 

横
溢
せ
る
に
拘

ら
ず
獨
办
«
通
手
段
た
る
貨
幣
の
缺
乏 

せ
る

が
爲
に
齑
業
の
停
滯
.は
咎
ず
る
の
で
あ
る
ど(

で
‘

笫
：ー

一

號

一一

〇 

想
ふ
に
.グ
ン
ィ
>2
云
ひ
ブ
レ
土 

e
云
；5
只
管
通 

貨
0
缺
”乏
.を

嘆

や

る

は

暴

竟

奈

，翁

戰

後

の

產

業

不

振

通
 

貨
收
箱

の

反

映

に外
な
ら
ざ

る

も

、

兩

教

共
{1
R
前

の 

事
象
■に

拘泥
し
貨
幣
數
景
說

.
の

片

鱗

を

だ
も
考
朦
す
る 

能

は
.ざ
6
し

も

の

と

云

は

ね
'ば

な

らg
o
 

轉

じ
.て

吾

人

の

問

，
は

ん

这

欲

す

る

は

旣

に

彼

れ

に

.し 

て
勞
働
過
剩
は
實
在
せ
t

£
云
ふ
以
上
、
何
物
を
以
て 

I

勞
銀
低
廉
の
原
因
？
看
做
し
又
如
何
な
る
制
度
を
以
て 

勞
銀
決
定
の
理
想
ど
す
る
か
の
一
事
で
あ
る
。
是
に
關 

す

る

，：ブ

レ

H

の

解

答

は

財

產

私

：荷

.並

に

勞

働

に

對

す

る
 

報
償
.方

法

：の

不

公

本

が

眞

實

の

禍
根
な
る
を
以
て
、
等 

量
の
勞
働
に
對
し
S

の
勢
銀
を
；.與
べ
ょ
ぞ
云
ふ
に
歸 

着

す

る

。

愛

に

平

等

の

勞

銀

.
ど

は

凡

ゆ

る

職
業
に
於
る 

凡

ゆ

る

人

間

の

同

一

.

.
時

間

の

勞

働

に

對

し

て

展

の

勞
 

銀
支
辨
を
意
味
す
る
事
は
次

の

會

辭

に

依

つ

て

間

妾
に 

推

量

し

得

ら

る

。
日

く

「

勞

働

は

勞

働

に
外
な
&

ぬ
；。

勞

儆

以

上

.
の

も

の

で

も

無

く

勞

働

以
下
の
.も

の

で

も

な

い
o
且
つ
職
業
に
は
贵
賤
無
く

©
令
凡
ゆ
る
種
類
の
勞 

.

.働
♦か
廣
ぐ
社
會
に
同
等
に
：價
値
有
り
S
認
め
ら
れ
ざ
る 

に
せ
！ょ
、
斯
か
る
勞
働
の
不
平
等
は
報
償
の
■不
平
等
の 

論
據

W

は
な
b

得
な
い
し(

p
.
4
4
)
。

r

勞
働
が
同
種
な 

る

i
否v

を

問
は
す
又
興
性
質
赫
果
目
的
の
如
啊
を
間 

は
中
報
償
は
常
に
勞
働
に
比
例
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

€ (

P
.ON
3)

。
蓋
し
個
人
的
效
用
ど
紙
會
的
效
用
ヒ
を
如 

何
に
®
和
す
可
さ
や
ヒ
云
ふ
古
き
偕
値
.論
ビ
共
通
な
る 

_
關
は
ブ
レ
エ
の
無
視
甘
る
所
で
，*
る
。

如
上
の
見
解
は
當
然
本
勢
所
得
®
攻
维
に：

轉
向
す 

:
。
.即
ち
日
く「

資
本
：家
又
は
.瀝
主
の
：1

切
の
蓄
積
は
：
 

勞

働

者

階

級

若

し

、

は

:«
人
の
支
拂
は
|れ
ざ
る
勞
働
に 

■

す
る
°
此
手
段
に
依
っ
て
ぐ
一
一
人
が
富
裕
ビ
な
る
翦 

面
に
は
必
ず
多
數
を
貧
闽
に
委
ぬ
る
：を
條
件
ど
す
る
し 

(p* 

5
6
J
O

此
は
總
て
不
苹
等
な
る
交
換
に
依
つ
て
行
は 

れ
る
。
勞
働
者
は
常
に
資
本
家
に
供
す
る
に
.全

1

日
の 

勢
働
を
以
て
し
受
く
る
所
は
僅
々
半
日
の
勞
働
に
相
當

す
る
價
値
に
過
ぎ
ぬ
。
然
も
此
價
値
す
ら
も
以
前
勞
働 

ょ
り
擠
収
せ
ら
れ
し

も

の

-C
-
あ
る
。

S
し
資
本
家
は
非 

生
產
者
な
る
が
故
に
交
換
す
可
き
何
物
を
も
所
有
し
得 

ざ
る
を
以
て
▽.あ
る
。
所

詮

「

資
本
家
は
勞
働
者
：の
一 

週
日
の
勞
働
に
對
し
て
其
前
週
に
彼
れ
ょ
り
搾
取
せ
る 

富
の
一
部
分
を
與
ふ
る
も
の
に
外
な
ら
ぬ」

。

富
者
を 

，益
々
富
裕
に
貧
者
を
益
々
貧
困
な
ら
し
む
る
は
此
交
換 

の
不
巫
等
で
あ
つ
て
、
入
々
の
假
想
す
る
が
如
く
肉
體 

的
及
び
精
神
的
の
不
平
等
で
は
な
い(

召

.
兵
I

O
 

平
等
な
る
交
換
組
織
に
在
り
て
は
偾
格
は
專
ら
生
•雖
に 

费
さ
れ
た
る
勞
働
に
基
く
が
故
に
、
利
子
又
は
利
®
は 

存
在
し
得
な
い
ミ
云
ふ
の
で
あ
る
9

然
ら
ば
彼
れ
は
此 

不
班
不
平
等
な
る
現
狀
を
脫
却
す
る
に
如
何
な
る
手
段 

を
指
示
す
る
乎
。
 

:

-

十II

ブ
レ
ユ
が
理
想
«
'«
の
手
段
ビ
し
て
議
#
を
通
じ
て 

の
民
衆
連
動
に
多
大
の
效
果
を
期
待
せ
ざ
る
可
き
は
旣

m
十

八

粒

(

四
5
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雜
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雜

錄

V

ガ
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ド
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派
社
會
主
義
槪
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第
三
號

•I ift

R
述
べ
た
る
所
に
依
つ
で
推
知
し
得
ら
れ
る
が
、
同
時 

に
彼
れ
は
暴
力
の
闘
#
を
も
極
力
否
認
す
る
。
以
爲
ら 

く
邪
藤
を
W
察
し
楚
れ
が
|1
正
手
段
を
考
慮
す
る
に
常 

つ
，.て
勞
働
階
級
は
彼
等
の
敵
^
す
る
所
は
-
<
に
あ
ら
す 

制
度
で
あ
る
。
個
人VJ

し
て
の
資
本
家
若
し
く
は
資
本 

其
物
に
は
罪
無
&
事
を
®
却
し
て
は
な
ら
な
い
。

几
そ 

「

性
質
に
關
し
て
は
人
は
環
境
の
決
定
す
る
所
に
從
ひ 

如
何
様
に
も
或
は
何
物
!■
:
も
變
轉
し
#
る
資
格
を
具
有 

す
る
。
か
る
が
故

に
人
は
如
何
に
^
忍
な
る

暴
君
貪
继 

な

る
：資
本
家
又
は
卑
屈
な
る
奴
«

ど
雖
其
境
遇
の
所
產 

な
る
以
上
，，
.是
れ
に
非
雛
情
惡
；を
加
ふ
る
は
不
IE
で
あ 

るJ 

(p. 

I

一
4)

0
又
日
く
;:
'「

吾
人
の
據
る
可
き
適
當
の 

方
途
は
：̂
力
に
あ
ら
中
理
性
で
办
る：。

.强
制
に
あ
ら
t
 

0
覺
で
あ
る
。
橫
領
に
あ
ら
—
■
買
で
あ
る
。「

訓
練
無 

く
節
■
無
き
暴
動
に
あ
ら
中
し
.：て
幽
結
方
.の
組
.織
的
適 

用

で

あ

る

」

。

民

衆

^

^

の

奏

效
に
は
自
覺
が
常
に
暴 

力
に
先
行
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
如
何
^
な

れ
ば
暴
力
は
假

令

建

設

す

る̂
も

之
を
持
續
す

る
能
は
^
/
る

故

で

あ

る
 

ビ

(pp. 

2
1
4
:
1
5

愛
に
於
て
か
彼
れ
は
ニ
個
の
自 

案
を
提
出
す
る
。

，抑
々
ブ
レ
エ
の
窮
極
の
理
想
は
交
換
の
平
等w

勞
働 

の
普
遍
S
が
併
立
せ
る
社
會
> 
私
的
利
益
に
.代
る
に
共 

同
的
利
益
を
以
て
せ
る
社
會
、
結

局
〇
ミ
§

«

の
協
同 

的
共
產
部
落
に
歸
趙
す
可
き
社
會
で
あ
る
。
彼
れ
は
之 

を
以
て
人
力
の
構
成
し
得
る

-i
t
Jl
0
ft
#
ヾ

」

看
做
す 

も
の
な
れ
^
も
又
思
ふ
に
此
は
ー
朝
一
夕
の
間
に
，樹
立 

し
得
可
き
も
の
，で
は
な
い"

蓋
し
人
は
環
境
の
.子
な
る 

以
上
吾
人
は
誰
し
も
#
少
現
存
制
度
の
發
®
す
る
腐
耿 

ミ
非
違
.に
感
染
浸
潤
せ
る
故
で
あ
る
。
即
ち
一
方
に
於 

て
最
も
完
全
な
る
共
產
制
度
の
成
功
に
は
人
類
性
情
の 

變
化
を
根
本
的
に
必
要m

す
る

^
同
時
に
、
他
：方
に
於 

て
現

存

©
度
は
此
必
要
な
る
性
情
の
變
化
を
實
現
す
る 

に
何
等
の
便
宜
な
る
環
.境
を
提
示
せ
ず
ど
す
れ
ば
、
♦フ 

レ
エ
に
從
へ
ば
次
の
如
き
一1

個
の
方
法
の
孰
れ
か
で
探

擇
せ
ら
れ
♦さ
る
限
り
必
然
現
狀
打
破
©
不
可
能
な
る
は 

明
白
で
あ
る
。
其
ニ
は
新
制
度
を
‘試
み
ん
：芯
欲
す
る
者 

は
須
ら
く
莫
大
な
る
資
本
の
蓄
積
を
擁
し
で
、
新
制
度
一 

の
創
罾
せ
る

優
秀
な
る
環
境
が
其
效
梁
を
發
揮
す
る
に
一 

M;
る
，時
♦
で
、
舊
制
度
に
涵
養
せ
ら
れ
し
精
神
の
髒
ら
：I 

す
•隙
碑
を
克
服
す
る
を
#;
る
餘
裕
を

'持
た
'ね
ば
^

V 

ぬ
。
其
ニ
.は
若
し
然
ら
ず
ん
ば
或
る
種
の
準
備
的
階
段
.| 

仲

介

的

道

程

を

發

見

暫

時

現

在

の

愚

■蒙
錯g

を
具
一 

ヾ
有
せ
る
表
、
|に
て
此
假
黹
に
駐
步
し
而
し
や
共
產
^
等 

の
.制
度
1C
不
可
缺
な
る
諸
性
條
を
體
得
し
た
る
後
に
始 

め
：て
是
れ
に
'進
む
可
し
，y
j
s
ふ
の
で
打
る

(Beert 

op. 

cit. 

V
O
L

 L

 

p. 

241)0-

丨

M
ふ
に
如
上
の
ニ
提
案
中
前
蕃
は
新
夫
陸
：の

N
ew

 

\ 

H
a

rm
§
y

を

始

め
0

|

雄
に
其
使
徒
が
各
地
1;
企 

劃
せ
る
共
產
團
體
失
敗
の
因
を
、
資
办
の
缺
乏
ど
是
に 

伴
ふ
人
心
の
離
反
に
歸
す
る
觀
念
に
出
で
た
覺
し 

<
.
m

に
後
者
は
集
產
主
義
の
一
‘時
的
楷
梯
に
依
つ
て 

第
十
八
餘

國
家
の
死
滅
'を
俟

/2
ん
' 0
C欲
.す
る
マ
.ル
キ
_ 

V

ズ
一
を
.
,
.

 

起

せ

し

む

る

も

の

あ

彡

、ブ
レH 

'か
徒
に
精
神
改
造
捣 

能
論
^,
师
號
す
る
徒
锻
€
其
選
を
與
に
す
る
を
見
る
可 

し

。
' 然
ら
：ば
彼
れ
は
其
所
謂
完
全
な
る
社
會
R
到
る
# 

備
的
行
程
€
し

て
如
W
な

る
制
度
を
考
案
せ
り
やv.1;
ム 

ふ
に
、
そ

は
'次
0
如

き

方

法
^
依
る
.株
式
會
社
風
の
削 

體
組
織
で
あ
る
。
即
ち
社
#
は
唯1

の
勢
働
者
|^
&

ょ 

り
成
る
o
彼
等
は
精
神
的
並
に
筋
肉
的
勞
働
者
を
包
栝 

し
無
數
9
株
式
會
#

^
團
«

に
統
合
せ
ら
れ
、
何
人
も
；
 

勞

働

に

從

事

じ

其

報

償

は

.勞
働
時
間
に
比
例
す
る
。
' 舉 

等
の
幽
禮
は
土
地
及
び
一
國
の
生
產
資
本
を
所
布
す
る 

ぞ
同
時
に
國
立
銀
行
發
行
0t 
ー
.
+
輯

磅

に

上

る

紙

幣

を
 

所

有

し

、
，
相

互

，
に

且

普

遍

的

に

富

の

生

產

分

配

に

常

り
 

又

率

等

の

大

原

則

に

立

：ち

に

其

勞

働

.並

に

其

生

產

物

を
 

交
換
允
る
。
肋
廣
讽
な：

る
勞
働
®

^
ゆ
稍
々
.近
世
株

 ̂

命
»

办
性
質
に
頦
似
し
幾
多
の
生
活
必
雷
品
の
寶
店
を 

f

、
ゝ
是
等
.
€生
產
物
ぱ
無
數
0
小
商
入
の
丰
を
經
る
.

第
a
號

一 

f
H'



嬸

十

八

餘

s

r
八〕

雜

錄

9
々

ア

ド

.
^
派
碰

代
b

に

大
市
場
又

は

商

品

陳

列

所

の

'
方

法

に

依

て

分
配 

せ
ら
れ
、
各
商
品
は
過
剩
の
爲
に
暴
落
す
る
事
も
無
く 

投
機
の
爲
に
暴
騰
す
る
事
も
無
く
國
內
孰
れ
の
地
方
に 

於
て
も
卸
®
に
依
つV
取

得

せ

ら

れ

る

:
•°

生

產

運

輸

其
 

他
丄
般
の
公
共
的
業
務
は
中
央
地
方
の
，種
々
な
る
會
議 

所
に
.依
つ
セ
管
理
せ
ら
れ
其
評
議
員
は
各
團
體
の
公
選 

，に
依
る
。
他
方
に
於
て
國
立
銀
行
は
紙
幣
を
發
行
し
'、
 

之
を
芥
國
體
の
，支
配
人
に
»
じ
典
圓
員
，の
數
又
は
彼
等 

の
職
業
の
性
質
に
應
じ
て
交
附
す
る
，
此
貨
幣
を
以
て 

總
て
の
個
人
及
び
_
體
は
現
存
の
：|商
取
引
の
原
理
に
一 

準
じ
て
.商
品
を
購
買
し
交
換
す
る
。
而
し
て
人
に
直
接| 

課
稅
す
る
か
若
し 

< は
商
品
に
定
率
の
11
稅
を
爲
す
"
事
一 

に
依
^

^
管
理
費
に
必
要
な
.る
基
金
は
^
豸
.に
得
ら
れ 

.
る
。
貨
幣
の
發
行
额
は
常
に
現
實
に
有
效
な
る
資
本
‘の 

限
界
內
に
止
ま
ト
、
又
常
に
勞
働
に
對
す
る
支
柳
に
供 

す
可
ぐ
用
意
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
勞
働
も
亦
た
此
資
本
の 

普
遍
的
代
表
物
：に
對
し
何
ん
.時
た
b 

o

其
力
を
骰

1

主
翁
機
輪 

.第
！f

m

1
1

四

揮
す
る
。
斯
く
て
貨
幣
は
勞
働
を
保
®
し
勞
働
は
商
品 

の
注
產
を
保
瞪
す
る
。
愛
に
於
て
.か
生
產
、
蓄
積
、
分 

配
、
消
費
は
‘自
然
に
調
和
1;
混
亂
恐
憐
失
職
贫
固
を
排 

除
す
る
ビ
云
ふ
の
で
あ
る(

B
e
e
r
:

 

op. 

cit 

Vol. 

I. 

pp. 

2
4
2
-
2
4
3
)
。 

，
 

F
o
x

 w
e
l
l

は
如
上
の
計
劃
を
以
て

O
w
e
n

並
に 

\ 

T
h
o
m
p
s
o
n

の
純
共
產
主
_
ょ
り
は
一
層
實
際
的
な
り 

|

ミ
斷
じ
て
日
く
1

,

「

^ :
'
は
生
產
物
の
私
贫
マ」

共
に
生
產 

\

力
の
典
有
を
認
め
以
て
私
有
財
產
に
伴
ふ
刺
戟
ミ
利
害 

共
通
に
#

ふ
公
疋
ミ
を
交
々
併
^
す
る
も
の
で
あ
る
？ 

產
業
組
織
の
W
位

^
し
て
の
彼
れ
の
團
體
は
興
先
«
者 

等
の
自
己
免
許
の
國
體
ょ
り
は
遙
に
實
際
的
で
ぁ
る
。 

洵
に
吾
人
に
し
て
其
範
圆
の
國
家
的
に
.且
つ
淇
勞
銀
分 

配
法
の
•稍
々
共
產#

義
的
な
る
生
產
組
合
の
聯
^
«
織 

を
想
像
し
得
る
？
せ
ば
V
そ
は
ブ
レ
エ
の
企
圖
せ
り
ぞ 

覺
し
き
所
を
了
解
す
る
に
庶
幾
か
ら
ん

」

€
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p
.

 1
X

X
)
。

.

吾
人
は
固
よ
り
ブ
レ
工
の
企
圖
を
一
產
主

_

者
の
努
カ
は
斯
か
る
性

»

.

め
も
の
で
ぁ
る
。
皮

興
儘
に
實
現
に
適
す
^
は
到
底
思
考
し
能
は
ざ
る

も
、

,尙
且
つ
彼
：れ
0
思
索
が
其
先
人
の
腹
案
ょ
り
も
合
理
的 

な
る
事
を
承
認
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
o

.K
に
；彼
れ
は
現
存
制
度
に
培
は
れ
た
る
人
間
の
頭
腦 

を
以
て
徒
に
當
來
社
會
の
細
葉
を
憶
測
せ
ん
事
の
無
意 

_
な
る
を
論
じ
て
云
ふ
T
是
れ
以
：上
將
來
の
世
相
を
精 

密
巨
細
に
叙
述
す
る
は
人
力
の
.企
及
•し
能
は
ざ
る
所
て 

ぁ
る
。
蓋
し
人
間
の
知
S

自
己
.又
は
他
人
0
經
驗
を 

通
じ
て
享
受
せ
ら
る
、
も
の
.な
る
が
故
に
、
.新
た
な
■る 

.
^
.衝
-1
:
置
力
れ
し
#
合
人
，か
如
j
g
«る
感
情
を
.抱
き
如 

何
な
る
行
爲
に
出
づ
る
か
ば
適
確
.に
豫
斷
し
#
ざ
る
を 

以
て)

ぁ
る
0
吾
人
の
僅
に
爲
し
.得
る
所
は
過
表
現
在 

の
事
實
に
徵
し
て
行
爲
並
に
行
爲
の
誘
因
に
闕
す
る
：諸 

原
理
を
考
察
す
る
に
在
A

。
-經
驗
を
以
て
原
理
.皮
結
び 

實
地
を
以
て
學
理W

結
ぶ
.■事
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